
ウ 日本人海外旅行者の滞在期間比率推移

日本人の海外旅行者の旅行日数では、５日以内の比率は年々増加しているが、

１０日以内、２０日以内の比率は年々減少している。

資料：国土交通省「平成１９年版観光白書」より作成

エ 国内宿泊旅行の一人当たり年間消費額

１世帯当たりの年間の宿泊費やパック旅行等の旅行関連の支出の推移をみると、

支出額、割合とも、前年に比べて減少している。

資料：国土交通省「平成１９年版観光白書」より作成

第２章沖縄観光の現状と課題
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第２章沖縄観光の現状と課題

オ 旅行目的の推移

国民の国内宿泊旅行先での行動としては 「温泉浴」が最も多く、次いで「自然の、

風景を見る 「名所・旧跡を見る」の順となっている。」、

また、国内宿泊旅行の目的としては 「自然・名所・スポーツ見学・行楽」が最も、

多く、次いで「温泉に入る・湯治 「スポーツ・レクリエーション」の順となって」、

いる。

国内宿泊旅行先での行動、目的において 「温泉浴・湯治 「自然に関するメニュ、 」、

ー」の順位が高いことが特徴的である。

※複数回答

Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７
51.6 51.5 51.0
48.0 42.5 43.2
29.3 27.5 25.0
25.9 26.3 24.1
18.2 19.4 17.6
13.8 15.3 16.0

ドライブ 12.1 11.5 13.4
季節の花見 10.1 7.9 8.4
神仏詣 7.9 8.8 6.7
都会見物 4.8 4.6 4.3

資料：日本観光協会「観光の実態と志向（第２５回）」

宿泊観光旅行先での行動（単位：％）

温泉浴

自然の風景を見る
名所・旧跡を見る
特産品等飲食買い物

レジャーランド・テーマパーク
動・植物園等見物

Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７
23.9 24.8 24.0
20.1 18.9 20.1
15.5 18.5 18.7
18.2 16.4 16.0
3.2 3.4 4.8
3.5 3.9 2.9
2.4 2.3 2.8

神仏詣 2.6 3.3 2.0
避暑・避寒 1.5 1.3 1.8

1.4 1.2 1.5
0.2 0.1 0.2
4.9 3.4 3.9

資料：日本観光協会「観光の実態と志向（第２５回）」

宿泊観光旅行の主な目的（単位：％）

温泉に入る・湯治

スポーツ・レクリエーション

自然・名所・スポーツ見学・行楽

旅先での出会いや交流

その他
新婚旅行

慰安旅行
祭り・イベント
趣味・研究
避暑・避寒以外の保養・休養
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